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（論文内容の要旨） 
 
 グラフィック・デザインを語る上で、技術的な要素を抜きにはできない。その時代における社会の生
産力及び技術力はグラフィック・デザインを要約するもっとも根本的な要素の一つである。社会の生産
力は経済、政治、人間の思考のあり方、美意識までのあらゆる面に影響し、その時代特有の様式を生み
出している。それは近代グラフィック・デザインの発展史から垣間見られる。15世紀グーデンベルクに
よって発明された活版印刷は現代のマスメディアの起点とされ、産業革命によって紙の大量生産が可能
になり、また18世紀末のリトグラフィによる複製技術の発明は近代グラフィック・デザインの幕をあけ
た。そして、三色刷りが可能になったダゲレオ・タイプが発明され、その後、写真技術は急速な進歩を
とげた。やがて、電子時代にはいり、テレビを代表とする新しいメディアが登場し、電子技術がデザイ
ンの表現方法や印刷技術などを大幅に変革させ、グラフィック・デザインの隆盛期をむかえた。このよ
うに、技術の革命が起きるたびに、グラフィック・デザインには大きな変化が生まれている。グラフィ
ック・デザインは、つねに科学技術の発展とともに変貌し、その時代の技術力や美意識などに付随し、
そこには強い時代性が要約されている。 
 21世紀、コンピューターの導入によって、グラフィック・デザインの領域に大きな革命が起きている。
コンピューターに代表される電子テクノロジーの普及や印刷技術の向上や新しいメディアの形成などに
伴い、グラフィック・デザインの制作プロセスや表現の方法や効果などにも根本的な変化が生じた。科
学技術は、デザイナーの表現力を大幅に増強させ、制作工程の飛躍的な効率化や生産工程の単純化を実
現させた。しかし、高度な技術に恵まれた一方で、コンピューターを駆使することで、造形活動自体の
簡略化、表現素材の単一化、類型化されたイメージの氾濫、創造性や人間性の喪失などの諸問題が現れ
ている。視覚を通して情報を伝達するという理性的な面での機能をはたしたものの、人間の感情、審美
に基づいた感性的な要素が疎かにされている。これは、ある意味ではかつての工業化や効率化を目指し
た産業革命による無責任で安易な大量生産と、職人がもっていた道徳的、審美的、技術的な誇りが矛盾
したように、科学技術が人間にもたらした二面性を示している。勿論、ウィリアム・モリスによるアー
ツ・アンド・クラフツ運動が示したような工業化への批判や、手工業の復活、中世のギルドのような共
同体への復古を主張するのではないが、産業革命で露出した非人間的な面に反対し、手仕事に見られる
ような人間的でやわらかい表現を今日のグラフィック・デザイン領域におけるテーマとしたいと思う。 
  
 そもそも、グラフィック・デザイン領域へのコンピューターの導入によって、先述のような問題がな
ぜ起こったのか。 
 
１ デザイン制作の問題点。それはコンピューターへの移行による手作業の衰退。 
 今日、グラフィック・デザインに於いては、素材、制作、完成、印刷などの全過程をほとんどコンピ
ューター上で完成させているため、ディスプレーという仮の画面で作業をすることになる。色塗りやグ
ラデーションなどもソフト上でワン・クリックでできるため、綺麗でしかし機械的な、ミスのない結果
が得られる。過去には手作業によってしかできなかった作業が今やコンピューターに代わりつつある。
また、写真などをベースとして、リアリティのあるイラストレーションも絵の素人でも描けるようにな
った。そして、文字も数千もあるフォントの中から自由に選べるなど、コンピューターの発達によって、
人間の手による働きが衰退しているのが現実である。その上、画一化されたソフトを使うため、同様な
表現方法による表現効果と全く個性のないデザインが充満している。過去にグラフィック・デザイナー
に要求されていた総合的な能力もコンピューターやソフトの熟練へと移行していく傾向が見られる。 
 
２ グラフィック・プログラムの普及によるプロとアマチュアの混合。 
 今日ではコンピューターやデジタルカメラ、グラフィック・デザインソフトやプリンターなど、かつ
てグラフィック・デザインの専門家が使用したプログラムが普通の家庭に普及するようになった。誰も
が手軽にグラフィック・デザインを制作できる時代になった。この現状はグラフィック・デザインの隆
盛を示すようにも見えるが、アマチュアとプロの混合により、大量の劣質なグラフィック・デザインが
世の中に生まれる。NYADC（ニューヨークアートディレクターズクラブ）には会員に加えて、大量の主婦
層が殺到しているのも事実である。このような背景の中、グラフィック・デザイナーの本質や責任感を
もう一度考えなければならない。 
 
３ デザインに於ける、機能と美のバランスについて。 
 美と機能、芸術と技術の融合はデザインの永遠のテーマである。美というのは極めて抽象的なもので、
その時代や文化、技術や流行などの諸要素に関係しており、時代と共に変化していく部分もあれば、人
間の根本的な感情において、言語や時代や人種を超えて不変な部分もある。グラフィック・デザインは
美と機能という二つの要素の共存によって成立する。この二つの要素のどちらが重要なのかも微妙なも
のであり、デザイナー自身の感性やデザインに対する認識が基準になっている。そして、美の要素を根
本からみると、人間に喜びや幸せなどの感情を伝える役割がある。つまり、デザインは理性と感性の二
つの面で、見る人に伝えなければならない。しかし現状では、多くのグラフィック・デザインは見る側
の感想を予想せず、一方的に情報を伝達する機能を果すため、伝達という行為とその効果は表面に止ま
っているのではないだろうか。デザインの中の芸術性あるいはデザイナー自身の作家性、視覚的美の創
造者の役割は、まだ十分に果たされていないと考えられる。つまり、グラフィック・デザインにおいて
は、限られた条件で綺麗に仕上げることを追求するのみで、いかに新しい美を創造するのかが疎かにさ
れているのである。 
 
 本論文は、グラフィック・デザインにおいてコンピューターによる制作プロセスが隅々まで行き渡っ
た今、コンピューターが作り出す機械的、無感情で規則正しい、いわば綺麗なデザインに対し、手作業
やあらゆる技法によって作り出したノイズやテクスチャーなどの荒れる表現、人間らしさを重視した生
命感の溢れるデザインをもう一つの造形方法として、その可能性を提示するものである。 
 
 本論文の構成は以下の通りである。 
  
 第１章の「生命感の溢れる表現について」では、生命力の溢れる表現の中心とはどのようなものか、
今日グラフィック・デザインにおけるその必要性、また、生命感の溢れる表現の拠り所について検証し
た。 
 第２章の「生命感の溢れる表現を求めて」では、具体的に各造形要素や素材から表現方法について述
べるとともに、視覚造形の実験を行った。 
 第３章の「作品制作及び解説」では、生命感の溢れる表現によってつくられた自身の作品を紹介し、
制作意図や制作プロセスについて述べた。 
 結びの「生命感の溢れる表現への展望」では、この研究によって得られた結論と今後の展開について
触れた。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 いまやグラフィック・デザインにコンピューターは不可欠のものとなった。その精度と美しさは、産
業革命以降、機械化がめざしてきた極致であるにもかかわらず、筆者はそこに人間性や生命感の後退を
感じている。本論文は、みずからもコンピューターを使う筆者が、そこに手ワザの粗さをあえて演出す
ることで、人間らしい生命感の表現をめざした試みと工夫について論述したものである。 
 筆者が表現しようとしている粗さは、具体的には形態の歪みや線のブレ、色のムラ、汚れ、ザラつい
たテクスチャーなど、音でいうノイズにあたるような表現である。こうした表現は、システム上、コン
ピューターが作り出すものとしては最も不適切なものであるため、方法としてはスキャナーでサビや紙
のシワなどを入力したり、手描きを入力して加工している。筆者が理想イメージとしているのは、グラ
フィティ（落書き）的な表現のようにも見えるが、アイデアの豊富さは無尽蔵に思えるほど多様だ。 
 提出作品「躍動―道徳経」は、81枚のポスターシリーズからなり、同じものが一つとしてない多彩な
試みが展開されている。タイポグラフィを中心に、文字とタイトルはすべて英語で統一され、粗いテク
スチャー、手描きのように歪んだ字形など、まさに落書き的な躍動感が生み出されている。その多彩な
表現を、シリーズとして内容的に統一しているのが「道徳経」だが、老子の「道徳経」を英語で表現し
たのは、東洋の古代思想と西洋の現代的な画面構成の融合を意識したためという。哲学に関心をもつ筆
者は、つねに哲学をテーマにした作品制作を行うことで、表現の多彩さと内容統一の接合を図っている。 
 論述は、豊かな発想を手際よくまとめ、テンポよく進行しており、筆者の制作のダイナミックな展開
をいかんなく論じている。充実した制作と思考、豊かな将来性を強く印象づける学位論文として、高く
評価できる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 ヨーロッパで開発されたモダン・デザイニングは、混沌とうごめく人間の感情世界の荒野に明解な秩
序を与え近大きな役割を果たしている。 
 しかしすべての人間が持つ繊細さや矛盾、機微といったようなナイーブな側面は、もうひとつの現実
性でありこれらは一律のルールだけではすくいとれない。 
 玄君の研究は、秩序やルールから逸脱し人間の感情や生命感と密接に結びつきながらいかに鮮度とリ
アリティのある表現が出来るか模索するものである。 
 81点に及ぶポスター作品は、実に様々な手法が試されている。 
 一旦コンピュータ出力で出されたものに加筆したり、紙やすりで傷をつけたり、間にものを挟んでト
レーシング・ペーパーをかけボカシの差異を演出したり、出力されたタイプフェイスを手でトレースを
して用いるなど、あらゆる加工を試している。 
  
 玄君の仕事の特徴を言うなら、否コンピュータ的表現をコンピュータによって行っている点であると
言えよう。 
 中国の哲学者老子が記した「道徳経」の中に現代にも通じる生き生きとした鮮度を感じる玄君は、生
命観を引き出すモティーフとしてこれを選び、玄君独自の咀嚼をしたのち、タイポグラフィと組み合わ
せグラフィックデザイン作品として81点のポスターを制作をしている。作品は、主眼が置かれた「テク
スチャー」を抽出するため色相変化による表現を押さえて挑んでいる。これらの作品群はまた玄君の手
によって大型のビジュアルブックにもまとめられいる。コンピュータ・テクノロジーを背景としたグラ
フィックデザインにおける表現世界は、ゆらぎのない情報の質を固定化する方向で進化を遂げており、
玄君の研究はこうしたストリームに対して一石を投じる価値のある挑戦だと理解できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 玄世峰君は中国吉林省出身、中国魯迅美術大学デザイン科グラフィックデザイン分野を卒業しグラフ
ィック・デザイナーとしての社会人経験を２年間を経たのち本学大学院に入学、五年の研究を続けてき
た。 
 玄君の研究は印刷技術を主体とした表現方法の開発を起点としている。 
 グラフィックデザイン表現は常にその時代時代の生産力や技術力と深く結びついており現在では制作
の現場にはほとんどコンピュータが導入されている。これは、近代以降「同じ品質のものを多量に生産
する」という事を背景に産業革命以降ヨーロッパで開発された、緻密にして厳格なグラフィックデザイ
ンの基礎とも言える製版システムや書式設計システムをさらに進化・先鋭化させコンピュータが受け継
いだものである。 
 玄君はこれに対して、「均質してゆく情報の質」「プロとアマチュアの混合」について警告を発してお
り、妙味、野趣、と言ったような人間の持つ不安定で曖昧な情緒性をいかにグラフィックデザインの文
脈の中で引き出し表現し得るかに関心が注がれている。 
 こうした試みは「工業化や効率化を目指した産業革命による無責任で安易な大量生産」（作者）に対す
る作者のひとつの痛烈な批評精神の現れであり、ヨーロッパ、アート＆クラフト運動ひいてはバウハウ
スに引き継がれる精神とこの点については源を供にしている。 
 しかし玄君の研究のさらなる特徴は、近代が取りこぼした事を取り戻す回答を「個」に求めている点
である。 
 玄君は、「美と機能」を融合させるためには触媒としての一個の人格、すなわち「個」が必要であると
いう前提に立って論理されている。 
 すなわち「美」と「機能」両方を理解し、所望し得るのは「社会としての人」ではなく「個人として
の人」の方であり、その代表に「自分」を据えいる。これを受け止めたさらなる「個」が連鎖したもの
が社会であるという前提である。 
 いわば生命とは「個」そのものであり、感動もまた「個」を基盤としてとらえられるものであり、「生
命感の溢れる造形表現」という論文題名にそれが現れている。 
 玄君の研究の背景には、社会と個とは対立する概念ではなく、個が充実する事は社会が充実すること
であり、個としての表現が作者の狙った通りの質に立ち上がる事が大量生産と関係が深いグラフィック
デザイン領域のさまざまな解決につながる事を前提条件としている。 
 「社会」と「個」が対立せず相互の境界線を曖昧にした点において、本人が十分意識している通りア
ジア的世界観に基づいている。 
 作者本人の手書きの造形やテクスチャー、かすれやにじみの表現、荒れや汚れを駆使し、情感に満ち、
震え悶えるような表現の数々は宇宙観を示すがごとく意識され、これらは近代及びテクノロジー信望に
  
対するしなやかな提言であり、評価に値するものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
